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前
船
と
い
う
歴
史
的
文
化
遺
産
の
活
用
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
、

日
本
海
五
大
船
主
の
右
近
家
の
隆
盛
を
物
語
る
資
料

館
「
北
前
船
主
の
館
右
近
家
」
を
一
般
公
開
、
平
成

３
年
か
ら
は
、
北
前
船
の
「
西
廻
り
航
路
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
（
こ
れ
ま
で
に
８
回
実
施
）
す
る
な
ど
、

北
前
船
が
残
し
た
文
化
・
歴
史
を
発
掘
・
保
存
し
、

交
流
と
発
信
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
に
は
北
前
船
歴
史
空
間
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
で
、
河
野
北
前
船
主
通
り
な
ど
の
景
観
整
備
や
観

光
ガ
イ
ド
の
育
成
等
を
行
い
、
観
光
客
へ
の
お
も
て

な
し
の
充
実
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
28

年
度
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
日

本
海
の
海
運
で
活
躍
し
た
「
北
前
船
」
を
テ
ー
マ
に
、

文
化
庁
の
「
日
本
遺
産
」
登
録
を
目
指
す
全
国
の
関

連
自
治
体
に
よ
る
北
前
船
寄
港
地
日
本
遺
産
登
録
推

進
協
議
会
に
参
画
し
、
11
自
治
体
が
連
携
し
て
２
月

に
申
請
を
し
ま
し
た
。

　

河
野
浦
は
敦
賀
湾
の
入
り
口
に
位
置
し
、
越
前
西

街
道
（
馬
借
街
道
）
を
通
じ
国
府
と
直
結
す
る
港
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
物
資
輸
送
の
中
継
地
と
し
て
栄

え
た
集
落
で
す
。
し
か
し
、
甲
楽
城
断
層
に
位
置
す

る
た
め
、
地
形
上
田
畑
の
栽
培
や
船
潤
の
余
地
も
無

く
、
敦
賀
や
小
浜
の
船
主
に
雇
わ
れ
る
渡
海
船
稼
ぎ

を
唯
一
の
業
と
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
る

と
、
近
江
商
人
の
積
み
荷
を
運
ぶ
「
荷に

ど
こ所

船ぶ
ね

」
の
船

主
と
な
り
、
や
が
て
近
江
商
人
に
代
わ
り
、
蝦
夷
地

（
北
海
道
）
ま
で
自
ら
商
品
を
仕
入
れ
販
売
す
る
買

積
（
商
い
）
を
す
る
北
前
船
主
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
、
正
に
海
運

を
専
業
と
す
る
船
主
を
は
じ
め
船
頭
や
船
乗
り
の
居

住
地
集
落
と
な
り
ま
し
た
。

　

蝦
夷
地
（
北
海
道
）
か
ら
上
方
（
大
阪
）
に
向
か

う
「
上
が
り
荷
」
で
は
、
北
海
道
産
物
（
ニ
シ
ン
、

昆
布
な
ど
）
を
運
び
ま
し
た
。
中
で
も
、ニ
シ
ン
は
、

農
業
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
た
め
、
大
き
な
利
益

を
上
げ
ま
し
た
。
一
方
、
北
海
道
に
向
か
う
「
下
り

荷
」
は
、
生
活
必
需
品
（
砂
糖
、
醤
油
、
衣
料
品
な

ど
）
を
大
阪
や
各
寄
港
地
で
買
い
入
れ
な
が
ら
運
び

ま
し
た
。
ま
た
、
笏
谷
石
（
福
井
市
で
採
掘
）
が
、

船
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
と
さ

れ
、
商
品
を
兼
ね
て
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
28
日
、
日
本
海
沿
岸
に
点
在
す
る

７
県
11
市
町
の
異
空
間
を
つ
な
ぐ
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー

「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間
～

北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～
」
が
日
本
遺
産
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
遺
産
」
は
、
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色

を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る
「
ス
ト
ー

荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の

夢
が
紡
い
だ
異
空
間

～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～

　

日
本
海
沿
岸
に
は
、
山
を
風
景
の
一
部
に
取
り
込
む
港
町
が
点
々
と
み

ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
港
に
通
じ
る
小
路
が
随
所
に
走
り
、
通
り
に
は
広

大
な
商
家
や
豪
壮
な
船
主
屋
敷
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
港
町
は
、
荒

波
を
越
え
、「
動
く
総
合
商
社
」
と
し
て
巨
万
の
富
を
生
み
、
各
地
に
繁
栄

を
も
た
ら
し
た
北
前
船
の
寄
港
地
・
船
主
集
落
で
、
時
を
重
ね
て
彩
ら
れ

た
異
空
間
と
し
て
今
も
人
々
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
。

リ
ー
」
を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で
す
。
地
域
に

点
在
す
る
魅
力
あ
る
有
形
・
無
形
の
文
化
財
群
を
一

体
的
に
整
備
・
活
用
し
、
発
信
す
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
に
平
成
27
年
度
に
制
度
化
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
は
、
昭
和
62
年
か
ら
旧
河
野
村
が
始
め
た
「
北

前
船
の
歴
史
む
ら
づ
く
り
」
事
業
を
受
け
継
ぎ
、
北

北前船主の館右近家
　 江 戸 中 期 か ら 明 治 30 年 代 に か け て、 上 方（ 大 阪 ） か ら 蝦

夷 地（ 北 海 道 ） を 結 ん で 日 本 海 廻 り で、 各 港 で 買 積（ 商 い ） 

をしながら不定期に往復した廻船を北前船と呼びました。河野浦

では 1729（享保 14）年に 36 隻もの船があったというほど活気づ

いていました。北前船船主の中でも大きな成功を収めたのが日本

海五大船主に数えられた右近家です。


